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笑顔は食から
「笑顔は食から」の理念の下、安全・安心な食肉を届け、常にお客様に感動を与えられる企業を目指してい
ます。
消費者の皆様の豊かな食生活を支えるため、大手外食チェーン、スーパー、食品工場等と協力して、食肉や
お肉を食材とするメニューを様々な場面で提供していきます。
また、顧客への提供価値を最大化していく中で、地域の雇用創出や従業員のやりがい醸成・生活向上にも寄
与していきたいと考えています

売上高100億円実現の目標と課題

年商100億円は一つの通過点と捉え、今後も食肉加工の国内回
帰が進む中、既存顧客のビジネス拡大に伴う需要に応えていく
とともに、顧客ニーズに基づく新商品の開発、新規チャネル開
拓による顧客創出等の成長施策を実行します。
2027年度までに年商100億円超、2029年度には年商180億円の売
上拡大を実現します

① 工場を増設することにより生産量を拡大し需要拡大に対応

② 新規ニーズ獲得に向け新たな製造設備を設置し、新規領域を
拡大

③ 最新設備の導入により生産効率と品質を改善し顧客満足度の
更なる向上

売上高100億円実現に向けた具体的措置

➢ 本社増設に加え、仙台市と岩手県宮古市に工場を新設
➢ 機能別マネジメント体制を構築し実行力を伴う組織体制を確立
➢ 人員を現状の149名から2029年度に198名まで増員
【人員増員に向けた取組内容】
➢ 近隣の学校と連携して採用を強化し計画を達成するための人員

を地域から確保
➢ 福利厚生充実により従業員満足度の向上を図り人員を定着化
➢ マネジメント層を5名に拡充し、経営管理・執行体制を強化

① 大手外食チェーンを始めとした成長企業の拡大する需要に対応
するため更なる生産規模の拡充

② 社会の変化により拡大する個食向けや加熱済商品等の広範な
ニーズへの対応

③ 安心安全でおいしく食べられる食肉を、必要な量、必要なタイ
ミングで顧客に提供し続けるためのQCDの追及

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

〇本社所在地：千葉県白井市河原子271-2

〇事業概要：食肉加工業

〇常時使用する従業員：149名

（2025年3月時点）

〇現在の売上高： 90億円

（2025年3月時点）

○法人番号：2040001045690

○Web：https://www.mikifoods.jp/



売上高100億円実現の目標と取組内容

ミキフーズサプライ株式会社（食肉加工業）
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2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

100億達成

1.工場増設による生産量の拡大
◼ 背景

➢ 顧客である外食チェーンを中心に店舗数を大幅に増加させており、また今後も
大幅な店舗拡大を計画しているため、伸長する需要に応える生産体制の構築が
急務

◼ 内容
➢ 既存顧客の売上拡大に追随するため、工場増設・設備投資を行い、需要拡大に

向けた生産体制を確立する
◼ 想定顧客

➢ 外食チェーン、スーパー、商社

3.地方への進出で新たなビジネス機会の創出
◼ 背景

➢ 既存顧客の郊外への出店に伴い地方における生産体制の確立が求められている
➢ 観光需要等、地域特有の需要が拡大している

◼ 内容
➢ 仙台市、岩手県宮古市に工場を新設し既存事業を拡大するとともに、地域の名

産物を加工できる設備を導入し、新たな需要を開拓する
◼ 新規取組商材

➢ 地域の名産物(仙台市の牛タン等) 、ふるさと納税返礼品

2.加工設備導入による新規顧客の獲得
◼ 背景

➢ 外食産業や食品メーカーにおける調理工程等を簡易化することで、品質均一化
や高度化を実現する取組みが進んでいる

◼ 内容
➢ 少量でパッケージングできる設備を導入し、個食を要望する企業に販売する
➢ 加熱加工設備を導入し、加熱加工品を販売する

◼ 想定顧客
➢ 外食チェーン、食品メーカー、スーパー、産業給食

CAGR：22.5％

(2026-2029年度)

工場の新設と本社工場の増
設が完了し売上拡大に貢献

投資をきっかけとして売上を継続的に
伸長させ2029年度には100億円を
大きく上回る水準まで成長

投資期間 投資効果発現期間
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